
、

四
つ
葉
学
校
お
別
れ
会
か
ら
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三 平成 2年度予算は、 3月 12日からお日(中 8日 針を、続いて速藤教育長が「変ぼう著しい今日の 主
主 三

三 問)まで開催さ れた第 l田町機会定例会で慎重審 社会 に対応し、生涯学習の観点に立って、学校教 室

圭識さ れました。 育、社会教育の推進をします」と教育行政執行方 三
= 

言 その結果、一般会計、特別会計合わせて86憶 8 針を述べ ました。 三
= 

三千 2百 7万 l千円の予算が決ま りました。 新年度予算のあらましをと紹介しますので、町 三
= 

言 2日自の本会砲では、村本町長が「産業振興を づくり に町民のみなさんのご理解とご協力をお願 霊
= 

童 はじめとして生活環境、社会福祉の拡充、教育、 いします。 三

三文化の向よと地峨開発を進め ます」 と町政執行方 言
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年度執行方針(要約)2 平成• • 

金
貸
付
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
予
算

措
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

山
山
水
田
農
業
確
立
対
策

本
年
度
が
後
期
対
策
的
初
年
度
に

あ
た
り
、
平
成
四
年
度
ま
で
実
施
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間

転
作
目
標
而
析
を
八
十
三
万
お
と
固

定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
本
町
に
配
分
の
転
作

目
標
面
積
は
、
一
千
三
百
お
で
前
年

度
対
比
三
回
折
、
四
十
三
お
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
事
前
売
渡
し
申
込
制
度
数

量
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
千
七
百
十

七
四
J
で
前
年
度
対
比

0
・
ニ
折、

十

五

八

J
の
減
と
な

っ
て
お
り
、

他
用
途
米
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に

お
け
る
確
立
対
策
的
他
用
途
利
用
米

六
百
三
十

・
一
八
J
と
米
需
給
均
衡

対
策
の
他
用
途
利
用
米
百
七
十
九

・

七
J
を
合
わ
せ
た
八
百
九
・

八
八
J

が
本
年
度
内
他
用
途
利
用
米
生
産
予

定
数
量
と
し
て
配
分
さ
れ
、
こ
れ
を

雨
被
換
算
い
た
し
ま
す
と
約
百
八
十

か
に
な
り
ま
す
.
こ
れ
ら
に
つ
き
ま

し
て
は
所
定
的
手
続
き
に
よ

っ
て
個

々
の
農
家
に
対
し
て
配
分
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ω土
地
改
良
事
業

国
営
北
絵
山
右
岸
地
区
直
轄
か
ん

が
い
排
水
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
四
十
三
年
着
工
以
来
、
二
十
二
年

聞
の
長
期
な
工
期
を
も

っ
て
平
成
元

年
度
に
地
区
完
了
と
な
り
ま
し
た
が

意
激
な
農
業
構
造
の
変
革
に
よ
り
、

土
地
改
良
区
加
入
同
意
が
得
ら
れ
ず

当
施
設
の
維
持
管
理
委
託
団
体
が
未

決
定
的
状
態
で
あ
り
、
事
業
費
償
還

期
ま
で
に
関
係
農
業
団
体
及
び
受
益

者
向
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
議
を

平
成
二
年
度
第
一
固
定
例
町
議
会

に
あ
た
り
清
新
の
気
概
を
も

っ
て
町

政
的
執
行
に
対
す
る
所
信
と
基
本
的

な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
会

を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
社
会
経
済
は
、
国
際
化
・

情
報
化
社
会
へ
と
時
代
が
変
貌
し
て

行
く
中
で
、
農
業
の
環
境
悪
化
を
は

じ
め
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
財

政
再
建
等
、
国
・

地
方
は
多
く
の
課

題
を
抱
え
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
.

こ
の
よ
う
な
内
外
的
詩
情
勢
の
も

と
で
、
町
政
を
あ
ず
か
る
者
と
し
て

の
使
命
と
責
任
に
決
意
を
新
た
に
し
、

産
業
張
輿
を
は
じ
め
と
し
て
生
活
環

境
、
社
会
福
祉
の
拡
充
、
教
育
、
文

化
の
向
上
、
地
域
開
発
等
、
町
民
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
る
町
政
実
現
の

た
め
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
厳
し
い
財
源
的
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を

は
か
る
た
め
、
備
荒
資
金
組
合
積
立

金
四
億
円
、
減
償
基
金
一
億
七
千
三

百
七
十
三
万
円
を
と
り
く
ず
し
て
積

極
的
な
予
算
編
成
を
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、

一
般
会
計
予
算
は
、

五
十
八
億

一
千
六
百
九
十
五
万
六
千

円
と
な
り
前
年
度
当
初
対
比
十
三
・

町政執行方針を述べる村本町畳

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
営
今
金
東
部
地
区
農
地
開
発
事

業
と
し
て
本
年
度
、
六
億
二
千
万
円

を
も
っ
て
農
地
造
成
四
十
八

P
、
幹

線
路
道
改
良
三
千
六
百
メ
ト
ル
の

実
施
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
営
利
別
川
地
区
直
轄
か
ん
が
い

排
水
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
函
館
開

発
建
設
部
と
し
て
は
、
美
利
河
ダ
ム

完
成
の
見
通
し
に
合
わ
せ
た
着
工
を

求
め
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
内

実
情
か
ら
本
事
業
の
必
要
性
は
十
分

忽
撤
し
て
お
り
将
来
的
営
農
に
支
障

と
な
ら
な
い
よ
う
水
利
権
的
確
保
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
受
益
者
及
び

関
係
団
体
と
密
接
な
連
絡
調
整
を
し

な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
.

次
に
、
道
営
事
業
で
あ
り
ま
す
が
‘

会 計 名 前年度 2 年度 増減金額 増減率

% 
般 会 計 5，105，099 5.816.956 711，857 13.9 

国民健康保険特別会計事業勘定 777，993 794，383 16，390 2.1 

老人保健特別会計 819，044 826.763 7，719 0.9 

国民健康保険特別会計施設勘定 1，128，460 1，135，473 7，013 0.6 

簡易水道事業 特 別 会 計 94，609 109，396 14，783 15.6 

メロ泊、 言十 7，925，205 8.682.971 757，766 9.6 

九
山
引
の
増
と
な
り
、
現
計
対
比
で
は

二

四
打
の
滅
と
な

っ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

I
産
業
振
興
の
推
進

ω水
田

・
畑
作
援
興
事
業

新
規
事
業
と
し
て
水
稲
経
営
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減
は
、
機
械
施
設
の
効

率
的
な
利
用
に
あ
る
こ
と
か
ら
水
稲

の
乾
燥
調
整
作
業
を
既
存
個
人
所
有

機
械
施
設
を
共
有
し
、
ま
た
、
集
団

構
成
に
必
要
な
機
械
施
設
を
導
入
し

て
集
団
化
を
促
進
す
る
稲
作
営
農
集

団
乾
燥
関
盤
促
進
事
業
と
、
ン
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
防
止
策
と
し
て
、
発

生
地
か
ら
の
入
作
者
が
本
町
に
所
有

す
る
農
地
の
購
入
者
に
対
し
て
防
除

対
策
を
内
容
と
し
た
ン
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
助
成
措
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
は
、

野
菜
栽
培

技
術
定
着
化
事
業
、
野
菜
安
定
価
格

推
進
事
業
、
野
菜
指
導
対
策
卒
業
、

心
土
破
砕
事
業
や
各
種
資
金
内
利
子

補
給
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ω畜
産
掻
興
事
業

い
ず
れ
も
継
続
事
業
で
優
良
雌
牛

導
入
事
業
、
堆
肥
盤
設
置
事
業
、
肉

用
牛
指
導
対
策
事
業
、
集
団
放
牧
促

進
事
業
、
優
良
種
豚
導
入
事
業
等
で

す。ω山
村
振
興
事
業• • 

方向単位

タマネギの播種作機始まる(神丘地区)

各会計の当初予算規模比較

美
利
河
ダ
ム
周
辺
監
備
事
業
内

一

環
と
し
て
平
成
元
年
度
を
初
年
度
と

し
て
着
手
し
た
緑
地
等
利
用
施
政
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央
管

理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
、
野
営
場
、

体
験
農
場
、
駐
車
場
、
屋
外
調
理
施

設
、
案
内
板
等
の
整
備
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

〕2
 

〔

2年度もダム周辺が整備されます

ω地
域
農
政
推
進
事
業

現
時
占
で
回
収
不
能
に
あ
る
農
家

の
債
務
処
理
と
、
そ
の
農
地
的
有
効

活
用
に
よ
る
地
域
農
業
向
活
性
化
を

は
か
る
た
め
の
農
業
経
営
活
性
化
特

別
対
策
事
業
基
金
拠
出
貸
付
金
と
生

産
性
的
高
い
優
良
農
地
を
専
業
農
家

に
集
積
さ
せ
る
た
め
に
現
行
町
制
度

資
金
円
融
資
残
を
貸
付
し
、
農
地
内

流
動
化
を
促
す
農
地
流
動
化
対
策
資

.. 
〕3
 

〔



本
年
度
は
光
台
地
区
農
免
農
道
整
備

事
業
向
光
大
橋
に
つ
い
て
は
、
上
部

エ
桁
架
設
、
床
版
エ
舗
装
工
事
と
な

っ
て
お
り
、
本
年
度
を
も
っ
て
ル
ー

プ
橋
の
完
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

金
又
地
区
過
疎
農
道
監
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
道
路
改
良
百
二
十
九

μ
、

道
路
舗
装
三
百
八
十

μ
の
実
施
予
定

と
な

っ
て
お
り
、
八
束
地
区
ほ
場
盤

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
元

年
度
残
事
業
の
調
整
に
よ
り
宝
回
線

七
百
七
十
日
川
の
道
路
舗
装
、
初
回
線

四
百
υ
川
町
道
路
改
良
と
な

っ
て
お
り
‘

春
工
事
と
し
て
、
排
水
路
、
暗
渠
排

水
等
の
一
部
を
施
工
予
定
で
あ
り
ま

す。
ま
た
、
本
事
業
に
伴
う
換
地
計
画

に
つ
い
て
は
、
旧
河
川
敷
地
用
途
廃

止
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
近
く

関
係
者
に
売
払
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、

買
収
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
ら
、
精

算
事
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

神
丘
、
鈴
岡
地
域
内
営
農
に
つ
い

て
は
水
田
畑
酪
の
複
合
経
営
が
主

体
と
な

っ
て
お
り
、
将
来
と
も
水
は

慢
も
重
要
な
資
源
で
あ
り
ま
す
の
で
、

土
地
政
良
区
加
入
、
維
持
管
理
委
託

団
体
等
の
合
意
と
、
補
水
か
ん
が
い

に
対
す
る
受
益
者
の
理
解
を
一
日
も

早
く
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
協
議
を
お

こ
な
い
取
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
.

理
教
育
、
健
康
相
祉
問
、
検
査
等
の
機

会
を
多
く
の
町
民
が
積
極
的
に
活
用

し
て
、
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
は

地
域
社
会
内
発
展
と
活
性
化
の
基
礎

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
最
も
肝
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
町
民
参
加
に

よ
る
健
康
ま
つ
り
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
各
種
住
民
検
診
の
受
診
率
的

向
上
を
は
か
り
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
啓
も
う
に
努
力
し
ま
す
。

間
消
防
対
策

火
災
予
防
に
重
点
を
お
き
、
消
防

団
と
深
い
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

装
備
と
施
設
の
整
備
を
は
か
り
、
職

員
の
研
修
に
つ
と
め
、
消
防
機
能
の

整
備
充
実
を
は
か

つ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
救
急
業
務
に
つ
い
て
も
迅

速
、
果
敢
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ω交
通
安
全
対
策

人
命
尊
重
円
見
地
か
ら
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
合
い
言
葉
に
、
関
係
機
関
、

団
体
的
協
力
を
得
な
が
ら
、
運
転
者

数
育
の
充
実
、
歩
行
者
の
安
全
教
育
、

子
供
と
老
人
の
事
故
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

間
道
路
盤
備
等
橋
梁
の
架
換

町
道
の
改
良
、
舗
装
事
業
に
つ
い

て
は
、
継
続
実
施
中
の
燭
川
住
吉
線

道
路
改
良
工
事

一
千
三
百
二
十
五
H

州
、

八
束
高
台
線
道
路
舗
装
工
事
一
千
六

百
六
十
灯
、
美
利
河
ス
キ

l
場
線
道

団
体
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業
及
び
農

道
援
備
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す。
花
石
地
区
小
規
模
排
水
対
策
特
別

事
業
は
、
本
年
度
五
百
六
十
灯
を
施

工
し
て
完
了
と
な
り
ま
す
。
下
稲
穂

地
区
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業
は
、

排
水
三
条

一
干
二
百
七
十
H
川
町
施
工

で
地
区
完
了
予
定
で
あ
り
ま
す
。

農
道
箆
備
に
つ
い
て
は
、
新
規
と

し
て
豊
田
中
央
地
区
六
百
十
八
日
則
的

改
良
、
継
続
で
は
、
金
原
中
央
地
区

内
坪
田
橋
上
部
エ
と
道
路
舗
装
百
三

十
九
M

刷
、
盟
国
地
区
内
道
路
舗
装
五

百
二
十
六
幻
及
び
盟
国
生
活
館
周
辺

の
生
活
環
境
整
備
を
施
工
し
、
そ
れ

ぞ
れ
本
年
度
地
区
完
了
と
な
り
ま
す
。

農
地
、
操
業
用
施
設
災
笹
復
旧
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
十
三
地
区

の
実
施
に
よ
り
全
地
区
が
復
旧
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
激
甚
災
害
地
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
補
助
率
に
つ
い

て
は
、
農
地
災
九
十
五

・
二
打
、
農

業
用
施
設
災
九
九

・
六
ド
れ
が
確
定
と

な
り
ま
し
た
。

間
林
業
振
興
事
業

特
用
林
産
物
で
あ
る
椎
茸
栽
培
の

ホ
ダ
木
町
購
入
に
対
し
て
助
成
す
る

椎
茸
栽
培
促
進
事
業
の
外
に
、
野
そ

駆
除
促
進
奨
励
事
業
、
間
伐
実
施
事

業
向
推
進
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し• • 

路
改
良
舗
装
工
事
三
百
五

+μ
を
計

画
し
て
お
り
、
本
年
度
を
も
っ
て
全

線
完
了
の
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
規
採
択
の
日
進
賞
金
線

道
路
改
良
事
業
は
、
設
計
委
託
、
用

地
購
入
、
物
件
補
償
等
の
実
施
と
な

っ
て
お
り
、
昨
年
度
、
道
の
代
行
事

業
で
道
路
改
良
工
事
が
完
了
し
た
‘

日
進
線
道
路
舗
装
工
事
四
百
六
十

μ

と
旭
線
百
五
十
灯
、
大
和
東
西
線
百

八
十
五

μ
、
種
川
山
手
線
百
十
H
M

の

道
路
改
良
舗
義
工
事
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
神
丘
十
号
線
交
通
安
全

施
設
(
片
歩
道
)
整
備
事
業
一
千
六

百
五
十

μ
に
つ
い
て
二
ヶ
年
の
実
施

計
画
を
樹
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

雪
寒
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
規
防

雪
柵
を
ニ
路
線
で
四
百
五
十
二

μ
、

雷
来
機
械
整
備
事
業
と
し
て
、
グ
レ

ダ

一
台
を
更
新
し
、
生
活
路
線
並

び
に
交
通
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

橋
梁
の
架
換
事
業
に
つ
い
て
は
、

燭
川
住
吉
線
の
濁
川
橋
と
上
掲
川
橋

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

山
間
都
市
計
画
事
業

特
殊
街
路
事
業
オ
ラ
ン
ダ
通
り
整

備
工
事
は
、
旧
国
鉄
跡
地
利
用
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
本
年
度
よ
り
四
ヶ

年
計
画
的
実
施
と
な

っ
て
お
り
、

7

チ
の
顔
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て

て
い
ま
す
.

林
業
構
造
改
普
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
緑
地
等
利
用
施
設
護
側
事
業

と
一
体
化
の
構
想
の
も
と
、
本
年
度

は
、
ゲ
レ
ン
デ
ニ
コ
ス
と
コ

l
ス

上
町
立
木
補
償
費
、
管
理
施
股
給
水

工
事
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

町
有
林
の
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
き
新

植
七
お
、
下
刈
八
十
六

P
を
主
体
に

野
そ
駆
除
、
森
林
保
護
管
理
に
加
え

て
、
天
然
林
改
良
事
業
二
十
八
か
を
、

計
画
、
林
道
事
業
と
し
て
、
継
続
事

業
内
普
通
林
道
小
原
線
と
広
域
基
幹

林
道
的
美
利
河
、
種
川
聞
に
つ
き
ま

し
で
も
道
の
代
行
事
業
と
し
て
実
施

予
定
で
す
.
新
規
事
業
と
し
て
は
、

林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
プ
イ
タ

ウ
ン
ナ
イ
線
開
設
工
事
を
着
手
し
ま

す。ω商
工
業
の
振
興

商
工
会
を
中
心
に
経
営
内
向
上
を

促
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
経
営
推

進
事
業
に
対
し
、
昨
年
同
様
に
助
成

す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
地
元
消

費
内
定
着
と
拡
大
を
ね
ら
い
と
す
る

商
業
振
興
対
策
費
等
に
た
い
し
て
も

増
額
助
成
を
し
、
そ
の
推
進
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
.

山
間
観
光
事
業
内
振
興

山
村
振
興
事
業
で
建
設
し
て
お
り

ま
す
縁
地
等
管
理
中
央
セ
ン
タ
ー
の

北
海
道
開
発
庁
内
指
定
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
の
イ
メ
ジ
ア

y
プ
を
は
か
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
、
緑
地
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
中
の
総
合
公
園
で
広
場
造
成
、

園
路
植
栽
工
事
を
、
中
央
緑
地
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り
三
ヶ
年

計
画
で
実
施
し
ま
す
。

川
間
住
宅
の
整
備

住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

十
三
年
度
よ
り
南
団
地
内
建
替
事
業

を
推
進
し
、
本
年
度
は
一
棟
八
戸
、

集
会
施
設
の
建
設
予
定
で
、
地
域
関

連
事
業
と
し
て
道
路
舗
装
工
事
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

側
宅
地
造
成
事
業

宅
地
造
成
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら

強
い
要
望
が
あ
り
、
種
々
検
肘
し
た

結
果
、
厳
し
い
財
政
事
情
等
を
考
慮

し
、
町
有
地
内
有
効
活
用
を
は
か
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら

西
側
に
温
泉
利
用
施
設
と
し
て
、
温

泉
浴
場
棟
四
百
四
十

二
四
平
方

μ

を
建
設
し
ま
す
.
掘
削
済
の
温
泉
源

内
利
用
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
に
よ
る
温
泉
熱
の
有
効
利
用
ン
ス

テ
ム
を
線
用
し
、
用
途
施
設
に
適
し

た
湯
温
に
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
英
利
河
温
泉
山
内
家
に
つ

き
ま
し
て
は
、
野
外
活
動
施
設
の
盤

備
に
よ
り
、
年
々
利
用
増
が
見
込
ま

れ
る
事
か
ら
、
ょ
っ

一
層
、
利
用
者

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
森
林
総
合
利
用
施
設
の
ス

キ
場
と
緑
地
利
用
等
施
訟
内
管
理

中
央
セ
ン
タ
ー
及
び
温
泉
浴
場
、
温

水
プ

l
ル
施
設
は
、
と
も
に
本
年
度

完
了
す
る
運
び
と
な
り
、
こ
れ
が
開

設
に
伴
う
総
合
的
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
取
り

入
れ
る
べ
く
努
力
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
企
業
の
参
加
の
見

通
し
が
な
い
た
め
、
十
二
月
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
は
、
町
直
営
管
理
体

制
に
よ
り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

H
社
会
福
祉
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備

川
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実

本
町
に
お
い
て
、
福
祉
活
動
向
中

2年度一般会計予算は58億1.695万6千円

その内訳は・・・・・. • • 80，335 (1.4) 
2，544 (0.0) 
5，000 (0.1) 

会費
労働費

予備費

掴
虫害檀旧費

126，514 

(2.2) )は(注)単位は千円、(

構成比率で%

地方宜付税

2，185，385 
(37.6) 

心
的
な
役
割
を
担
う
今
金
町
社
会
福

祉
協
験
会
に
、
福
祉
専
門
教
育
課
程

を
終
了
し
た
人
材
確
保
と
家
庭
奉
仕

員
等
の
処
遇
改
善
を
は
か
り
、
そ
の

活
動
体
制
を
強
化
し
、
社
会
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ω高
齢
者
の
援
護

家
庭
機
能
町
変
化
等
に
伴
い
高
齢

者
向
ニ

l
ズ
は
、
保
険
医
療
を
は
じ

め
扇
用
・
就
業

・
生
き
が
い
・
生
活

環
境
等
の
分
野
に
わ
た
っ
て
多
様
化

し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
が
た
的
、
昨

年
設
立
さ
れ
ま
し
た
高
齢
者
事
業
団

の
健
全
運
営
指
導
、
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
の
実
践
活
動
を
通
し
た
社

会
参
加
の
推
進
介
鰻
を
要
す
る
方
々

に
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ω障
害
者
向
援
競

在
宅
障
害
者
に
対
す
る
訪
問
サ

ピ
ス
、
健
康
相
談
、
家
族
へ
の
指
導
、

施
設
収
容
に
必
要
な
援
穫
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
光
の

里
学
園
に
お
い
て
施
設
拡
充
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
地
域
交
流
ホ

l
ム
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

事
業
許
可
さ
れ
た
時
古
川
に
お
い
て
、

今
金
町
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関

す
る
条
例
に
よ
っ
て
助
成
措
置
を
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ω健
康
の
保
持
対
策

健
康
保
持
の
増
進
に
は
‘

163，344 (2.8) 
102，400 (1.8) 
104，595 (1.8) 
95，887 (1.6) 
岨，800(0.9) 
17，082 (0.3) 

193，817 (3.3) 
726，925 (12.5) 

国民年金印紙売捌代金
地方蝿与税
値周料及び手数料
財産阻入
自動車取得税交 付 金
介担金及び負担金
その他
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旧
今
金
中
学
校
跡
地
に
三
十
六
区
画

を
造
成
し
、
住
民
の
ニ

l
ズ
に
応
え

て
ま
い
り
ま
す
。

川
町
単
独
事
業

懸
案
内
ブ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
改
修

工
事
、
流
雪
溝
実
施
設
計
委
託
業
務

を
計
扇
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
町
政

懇
談
会
等
で
要
望
の
あ
り
ま
す
、
補

修
工
事
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ωふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業

本
年
度
三
千
万
円
を
加
算
し
て
一

億
六
千
万
円
内
基
金
積
立
に
よ
る
運

用
益
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
係

る
各
種
事
業
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
委
員
会

を
設
置
し
て
、
事
業
の
選
定
等
広
く

町
民
の
意
見
を
反
映
し
て
ま
い
り
ま

す。ω総
合
計
画
的
策
定

本
町
で
は
昭
和
五
十
六
年
度
に
策

定
し
た
総
合
計
画
に
よ
っ
て
創
意
と

工
夫
を
こ
ら
し
、
健
康
で
豊
か
な
町

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
計
画
も
平
成
二
年
度

で
終
了
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
二
十

一
世
紀

を
展
望
し
た
、
平
成
十
二
年
度
を
目

標
と
す
る
新
し
い
総
合
計
画
を
本
年

度
中
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
策
定
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
専
門
機
関
に
調
査
委
託
を
し
て
、

近
年
内
社
会
、
経
済
情
勢
の
著
し
い

変
犯
を
踏
え
な
が
ら
、
行
政
と
町
民

が
一
体
と
な
っ
た
長
期
的
・
大
局
的
な

視
点
で
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

m教
育
・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

よ
り
よ
い
人
間
形
成
は
、
心
身
と

も
に
健
全
な
子
供
向
育
成
か
ら
は
じ

ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
学
校
・
家
庭
-
社
会
が
そ
の

教
育
的
役
割
を
充
分
に
果
す
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
芸
術
文
化

の
振
興
な
ど
各
般
に
わ
た
る
幅
広
い

努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
観
占
か
ら
教
育
委
貝
会
と
連
携
の

も
と
に
そ
の
目
標
に
向
っ
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
教
育
行
政
に
つ
い

て
は
、
教
育
長
の
方
針
に
委
ね
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
簡
単
に
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
金
原
小
学
校
屋
肉
体

育
館
の
改
築
を
は
じ
め
、
種
川
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
温
水
プ

l
ル
の

建
設
、
給
食
配
送
車
の
購
入
等
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
か
ら
要
望
の
あ
り
ま

す
、
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
開
基
百
年
に
向
け
て
計
画

(e • 

三
年
十
ヶ
月
ぶ
り
に
町
特
別
職
の
報
酬
改
正

議
員
に
つ
い
て
は
修
正
動
識
に
よ
り
す
え
置
き

昭
和
六
十

一
年
六
年
一
日
改
正
以

来
、
す
え
置
か
れ
て
お
り
ま
し
た
町

長
外
特
別
職
の
給
料
、
報
酬
等
が
、

三
月
開
催
の
第
一
回
定
例
町
議
会
に

諮
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
改
正
に
な
り

ま
し
た
。

引
き
上
げ
の
理
由
は
、
①
前
回
の

改
正
か
ら
約
四
年
が
経
過
し
た
た
め

一
般
職
貝
の
給
料
が
収
入
役
、
教
育

長
の
給
料
を
上
回
る
逆
転
現
象
が
起

き
た
。
②
管
内
町
村
の
状
況
を
考
慮

し
た
。
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
議
貝
報
酬
に
つ
い
て
は
、

①
議
会
白
か
ら
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
の
適
性
化
の
推
進
に
努
力
す
る
。

②
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
町
内

現
況
を
見
る
と
き
、
園
町
農
業
施
策

の
流
動
化
に
対
応
で
き
ず
、
械
に
厳

し
い
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
白
か
ら

の
姿
勢
を
示
す
た
め
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
修
正
動
議
が
提
案
、
可
決

さ
れ
、
す
え
置
か
れ
ま
し
た
。

区 分
報 酬 額

区11dU. 字書令調 新 l日

町 長 月 宮百 650.000 610.000 
助 4生 " 540.000 500.000 

四 {主
収 入 f生 500.000 460.000 

教 宵 長 " 500.000 460.000 

議 長 185.000 

議
副 議 長 " 155.0C日

員
委 員 長 " 

据置き
140.000 

議 貝 " 130.0日目
ム五 長 年 額 270.000 250.000 

農業委員 車す援るの委嶋M務を代 " 250.000 230.00日

委 貝 " 240.000 220.00日

委 員 長 " 270.000 250.000 

教育委員 副委員長 250.000 230.00日

委 員 240.000 220.000 

総務委貝 H 130.000 120.000 
民生協力委員

委員 100.000 90.00日

委 員 長 " 140.000 130.00日
選挙管理署貝

委 貝 " 120.000 110.000 

今金町特別職の給料額及び報酬額

なお、四役議員について円 6月期末手当率1.9ヶ自分が2.1

ヶ月に一般職員に準じて改正になりました。

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
多
額
の
建
設

費
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
化

セ
ン
タ
ー
建
設
基
金
を
設
け
、
そ
の

建
設
に
備
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

.τ T 

w特
別
会
計
に
つ
い
て

ω国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

本
年
度
は
、
高
医
療
市
町
村
に
お

け
る
運
営
安
定
化
対
策
計
画
書
の
作

成
対
象
町
村
に
指
定
さ
れ
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
の
確
保

と
、
財
政
の
健
全
化
を
主
眼
と
し
、

適
正
か
つ
厳
格
な
事
業
運
営
面
で
の

経
営
努
力
を

一
展
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
国
保
税
関
係
で
あ
り
ま
す

が
、
賦
課
限
度
額
は
従
来
ど
お
り
の

四
十
二
万
円
、
軽
減
基
準
額
は
、
四

割
軽
減
基
準
に
つ
い
て
は
二
十

一
方

剛
健
全
経
営
の
た
め

圃

ご
理
解
を

町
水
道
課
で
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
「
お
い

し
い
安
全
な
水
を
安
定
供
給
」
す
る

た
め
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
水
道
料
金
を
六

十
年
七
月
に
改
定
以
来
、
利
用
者
の

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
、
経
費
の

節
減
、
合
理
化
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化

に
加
え
、
人
件
費
、
諸
物
化
等
の
値

上
が
り
に
よ
り
、
健
全
経
営
を
維
持

五
千
円
の
据
置
、
六
割
軽
減
の
世
帯
貝

一
人
当
り
の
基
準
額
は
二
十
八
万
円

が
一二
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
第
ニ

固
定
例
町
議
会
に
条
例
改
正
を
提
案

予
定
で
す
。

全

保
健
施
設
事
業
と
し
て
、
国
保
被

ル

保
険
者
に
対
し
、
町
が
実
施
す
る
胃

4r

ガ
ン
・
婦
人
科
乳
庁
ン
検
診
の
受

」「
診
者
に

一
部
助
成
を
し
ま
す
。

札
前

ω老
人
保
健
特
別
会
計

一世

高
齢
化
社
会
的
要
と
な
っ
て
お
り

帥
ま
す
医
療
制
度
も
逐
年
そ
の
医
療
費

町
が
増
嵩
し
て
お
り
、
本
町
に
お
け
る

e
F
h
 

L
老
人

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
全
国

戦
的
に
も
極
的
て
高
位
置
に
あ
り
ま
す

熱
の
で
、
保
健
事
業
の
老
人
健
康
相
談
、

健
康
診
査
、
訪
問
指
導
等
を
積
極
的

に
推
進
し
、
予
防
医
療
普
及
に
努
め

ま
す
。

ω国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
変
化
の
中

で
、
よ
り
町
民
向
皆
さ
ん
が
利
用
し

や
す
い
医
療
の
仕
組
み
を
、
地
域
の

特
性
に
即
し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
需
要

の
動
向
を
十
分
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
医
療
法
の
改
正
等
を
踏
ま
え
た

上
で
、
中
・
長
期
的
な
視
占
に
立
っ

て
、
福
祉
と
の
一
体
化
精
神
に
基
づ

く
保
健
医
療
計
画
を
策
定
し
、
推
進

• (e 

工
事
の
た
め
、
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
る
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
む
や
み
に
で
き
牢
い
一

般
会
計

圃

か
ら
の
補
て
ん

水
道
事
業
は
、
特
別
会
計
を
起
し

健
全
経
営
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
単
独
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
は
、
自

治
省
通
達
に
よ
り
次
の
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。

ω建
設
改
良
費
の
補
助
、
起
債
(
年

賦
借
入
れ
金
)
の
残
額
。

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
考
さ

れ
ま
す
の
で
、
病
院
事
業
の
経
営
近

代
化
、
安
定
化
も
含
め
て
積
極
的
に

検
討
し
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

凶
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

昭
和
六
十
年
七
月
の
水
道
料
金
改

訂
以
来
、
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
安

定
を
目
途
に
経
費
の
節
減
等
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
最

近
に
お
け
る
施
設
の
拡
張
及
び
老
朽

化
に
よ
る
経
費
円
増
嵩
等
に
よ
り
、

本
会
計
の
財
政
は
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
経
営
健
全
化

の
た
め
、
料
金
改
訂
を
ご
提
案
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

豊
富
で
清
浄
な
水
町
供
給
に
一
層

努
力
い
た
し
ま
す
。

。
。

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
二
十

一
世
紀
を
間
近
に

控
え
て
町
の
発
展
と
、
町
民
福
祉
円

た
め
、
全
力
を
傾
け
て
前
進
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。

職
員
と
共
々
、
綱
紀
を
粛
正
し
て

地
方
自
治
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、
誠

心
誠
意
明
る
い
豊
か
な
活
力
に
み
ち

:
』
「
言

た
町
づ
く
り
に
、
尉
置
す
る
こ
と
を

哲
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

議
会
を
は
じ
め
町
民
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
、
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

〕E
 

〔

次
の
と
お
り
で
す
。

・
元
年
度
二
千
二
百
四
十
六
万
円

・一

一年
度
二
千
四
百
三
十
四
万
円

爾
清
浄
な
地
下
水
を
使
用

今
金
市
街
地
の
水
道
水
は
、
曙
町

公
住
南
側
の
深
井
戸
(
地
下
百
十
日

か
ら
地
下
水
を
汲
み
上
げ
(
毎
分

一
・
七
J
)
、
寒
昇
の
今
村
さ
ん
の

裏
山
の
配
水
池
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、

配
水
管
を
通
し
て
各
家
庭
に
給
水
さ

れ
て
い
ま
す
。

消
浄
な
地
下
水
を
利
用
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
塩
素
殺
菌
の
量
を
減
じ

す
る
に
は
内
部
努
力
は
限
界
と
判
断
、

料
金
改
定
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
二
月

五
日
に
聴
開
会
を
開
催
し
、
そ
の
中

で
寄
せ
ら
れ
た
数
々
の
貴
重
な
ご
意

見
、
他
町
村
の
状
況
等
を
参
し
ゃ
〈

し
て
、
議
会
に
お
諮
り
し
て
議
決
を

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

改
定
さ
れ
る
新
料
金
に
つ
い
て
は

六
月
か
ら
現
行
の
基
本
料
金
に
つ
い

て
十
五
計
、
超
過
料
金
に
つ
い
て
は

十
八
八
許
の
各
々
値
上
げ
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
年
度
か
ら
同
五
年
度
ま
で

市
街
地
配
水
管
内
老
朽
化
に
よ
る
布

設
替
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

問
地
方
債
(
年
賦
借
入
れ
金
)
元
利

償
還
金
の
二
分
の
一
の
額

元
年
、

二
年
度
内
繰
り
出
し
額
は

新しい水道料金表

)内は旧料金

基 本 科 壷 超過斜金

水量7tまで 〆 タ 器使悶科(1個lャ月につき)
水量 料 金

(1ヶ月) 口怪料 金

13m/m 250用 (220円)

9ロ0同
20m/m おO円 (300阿j

190f'l 
25m/m 4ω同 (3'0円) 1 t 

1160円)18∞円)
40m/m 曲。円 (50C円)

日m/m 2.6綱同 (2.200円)

飲用・営業用給水料金(→ 

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
比
較
的
冷
た

く
て
、
に
お
い
の
少
な
い
お
い
し
い

水
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

基本料金は、水位 7tまでの金額とメーター器使

用口径料金を加算した金額とする。

営農用(家畜周 防除用・その他農業用)

基本科i 超 過 斜 金

水量7tまで 水量 (1ヶ月) 科 i 
7 tを超え印tまで 150阿

920円 50 tを超え100tまで 70阿 (30内)

18ω円) !OO t 1-超え150tまで 30円 (20円)

150 t 1-超えるもの 10円 (5円)

ω 
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第3回今金町

作畠展示や余興怠ど

醸やか怠文化察

町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
青
年

団
体
連
絡
協
議
会
の
合
同
文
化
祭
が

三
月
四
日、

町
民
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
内
の
婦
人
と
青
年
が
、

日
ご
ろ
の
団
体
活
動
や
学
習
の
成
果

を
も
ち
よ
り
、

一
緒
に
文
化
祭
を
開

く
こ
と
か
ら
互
い
の
理
解
を
深
的
、J

L
 

E
しで品作，つ手な派立だん込

ー
の手

愛
遍
事
故
宛
ゼ
ロ

車
百
固
を
遺
戚

今
金
町
で
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

連
続
五
百
日
を
達
成
(
昭
和
六
十
三

年
十
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
年
一二

月
五
固
ま
で
)
。

こ
れ
は
昭
和
六
十
一
年
内
連
続
六

百
四
十
七
日
に
続
く
二
回
自
の
快
挙

で
す
。こ

れ
を
記
念
し
て
三
月
六
日
、
社

団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

愛
逼
安
全
巴

気
を
つ
け
て
と

ラ
シ
ド
セ
ル

力
パ
ー
の
寄
贈

ブ-フh
ノズンオJ

1
 

ラ金A
7
 

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
、

新
一
年
生
を
激
増
す
る
交
通

婦人青年文化祭

協
力
関
係
を
さ
ら
に
強
め
よ
う
と
、

今
回
で
三
回
自
の
開
催
と
な
り
ま
し

た。
午
前
中
は
、

一
、
二
階
ロ
ビ

l
で

手
の
込
ん
だ
立
派
な
手
づ
く
り
作
品

の
展
示
と
、
函
館
短
大
事
務
長
福
原

昭
三
氏
の
「
近
ご
ろ
思
う
こ
と
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
演
芸
発
表
に
移
り
、

発
表
時
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
観

客
と
な
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
二
十

六
種
の
歌
や
踊
り
の
披
露
が
あ
り、

中
で
も
金
原
婦
人
会
の
「
好
き
に
な

っ
た
人
」
で
は
、
ユ
モ
ア
の
あ
る

独
特
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、
花
石

の
ピ
チ
ピ
チ
ギ
ャ
ル
四
人
が
足
を
高

く
上
げ
て
の
熱
演
に
、
会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
出
身
者
が
出
る
と
テ

ー
プ
や
お
ひ
ね
り
が
飛
ぶ
な
ど
、
賑

や
か
で
大
変
楽
し
い
文
化
祭
で
し
た• • 

会
か
ら
表
彰
状
が
今
金
町
交
通
安
全

運
動
推
進
委
員
会
宛
に
贈
ら
れ
ま
し

た
村
本
町
長
は
ご
」
の
記
録
を
さ
ら

に
千
固
ま
で
伸
ば
し
、
町
民
と
と
も

に
輪
禍
死
ゼ
ロ
を
誓
い
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
パ
(
通
学
傷
害
保
険
付
)
を
寄

贈
し
て
父
母
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す。
今
年
も
三
一月
十
三
日
に
佐
藤
彰

一

会
長
が
役
場
を
訪
れ
、
遠
藤
教
育
長

に
百
名
分
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
教
育
長
は
「
各
学
校
と
十
分

連
絡
を
と
り
合
い
な
が
ら
、
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
児
童
の
交
通
安

全
事
故
防
止
に
最
善
を
つ
く
し
た
い
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い
ま
し

ユーモアで会場を沸かせていました。

感
闘
を
こ
め
て

率
曲
間
生
を
送
る

校学葉つ四四
つ
薬
学
校
(
美
利
河

・
花
石

・

中
呈
)
で
は
、
卒
業
生
を
送
る
会
を

一
一月
二
十
二
日
に
、
中
里
小
学
校
内

多
目
的
ホ
ル
で
賑
や
か
に
催
し
ま

し
た
。四

つ
葉
学
校
は
三
校
合
わ
せ
て
二

十
人
。
ミ
ニ
校
で
は
、
音
楽
・
体
育

長E更今今金幼稚園ニ ぐまクラフ n 
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シ
ー
ズ
シ
最
後
の

表彰状を受ける村本町長

感

触

を

キス〈歩民町歩
く
ス
キ

l
愛
好
会
王
催
の
町
民

歩
〈
ス
キ
ー
の
集
い
が
三
月
十
八
日

美
利
河
か
ら
美
利
河
温
泉
ま
で
の
七

J
(
片
道
)
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
愛
好
会

会
員
と

一
般
町
民
で
、
小
学
三
年
生

の
女
の
子
か
ら
六
十
八
歳
の
男
性
ま

で
三
十
二
人
。
パ
ス
で
美
利
河
に
到

着
し
て
温
泉
ま
で
の
起
伏
に
富
ん
だ

定
ん
の
う

た。

等
の
授
業
に
成
果
が
あ
げ
ら
れ
な
い

た
め
、
集
合
学
習
を
し
て
い
る
も
の

で
年
間
十
六
回
を
計
画
、
実
行
し
て

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
卒
業
生
は
、
中
里
小
の

中
島
純
子
さ
ん

一
人
。
児
童
た
ち
が

工
夫
を
こ
ら
し
た
な
ぞ
な
ぞ
ク
イ
ズ

タ
ン
グ
ラ
ム
、
「
リ
ー
ダ
ー
は
だ
れ

だ
」
な
ど
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
続
い
て
在
校
生
の
お
祝
の
言
葉
が

贈
ら
れ
る
と
、
純
子
さ
ん
も
「
四
つ

葉
学
校
に
は
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
協
力
し
て
楽
し
い
四
つ
葉
学

校
に
し
て
下
さ
い
e

・e
・-e
。
」
と
感
謝

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
三
月
十
四
日
子

供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
慢
画
の
ア
ン

• • 
コ
ー
ス
を
快
晴
の
中
、
約
一
時
間
半

を
か
け
て
各
々
マ
イ
ペ

ー
ス
で
白
銀

固
頃
の
労
曹
を

会副
副懇族家-団防山

円種種
川
消
防
分
団
で
は
、
災
害
時
に

家
の
仕
事
を
投
げ
だ
し
た
り
、
夜
中

に
出
動
し
た
り
し
て
、
家
族
に
大
変

負
担
を
か
け
て
い
る
た
め
、
毎
年
一

回
家
族
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
三
月
三
日
に
種
川
温
泉
休

憩
所
に
団
貝
家
族
三
十
五
名
が
集

ま
り
、
各
々
団
員
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス

ね
ぎ
島
う

の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
ド
ラ
エ
モ
ン
、
虹

の
彼
方
に
を
器
楽
演
奏
し
て
、
純
子

さ
ん
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た

1
 

8
 

〔

すばやい動作のタングラムでした。

パ
ン
7

ン
を
主
人
公
に
人
形
劇

「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
と
き
い
ろ
い
雪
」
を
、

一
生
懸
命
舞
台
裏
を
走
り
回
り
な
が

凶

ら
演
じ
て
い
ま
し
た
。

叶

園
児
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

口

熱
演
に
、
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
理

制

解
し
た
よ
う
で
、
大
き
な
拍
手
を
送

同

っ
て
い
ま
し
た
。

M

最
後
に
、

一
年
間
の
同
ク
ラ
ブ
の

A
C
 

母

ご
苦
労
に
対
し
て
子
供
た
ち
の
代
表

軒。拡

か
ら
手
作
り
の
花
束
が
各
々
に
贈
ら

叫

れ
、
感
激
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

削

自

の
た
め
に
準
備
に
三
目
、
練
習
を

手

六
日
し
て
の
公
演
で
し
た
。

の
中
を
心
地
よ
い
汗
を
た
っ
ぷ
り
か

い
て
温
泉
に
集
結
し
ま
し
た
。

温
泉
で
は
、
入
浴
し
た
り
、
昼
食

者

に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
な
が
ら
の

制

歩
く
ス
キ
|
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て

る

い
ま
し
た
。

ナ釦

帰
路
は
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
中
、

肝

景
観
を
眺
め
な
が
ら
、
い
く
ぶ
ん
ペ

樹

l
ス
も
上
が
り
、
ン
ー
ズ
ン
最
後
の

恥

残
雪
の
感
触
を
た
ん
の
う
し
て
い
ま

閉

し
た
。

好

賑やがでLた家族懇国会

に
努
め
な
が
ら
、
奥
さ
ん
た
ち
の
一

年
聞
の
労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
お
り
ま
し

た。
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

日
夜
ご
活
動
願
っ
て
い
る
消
防
関
係

者
の
み
な
さ
ん
、
心
か
ら
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

1
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町
名
を
ビ
リ
カ
町
に

出席者ー覧

仁木 明 {青年金誼事務局長)

中島先立 {社会教育主事)

今金町青年会議主催

明日の今金を語る懇談会

今在

/ • • 

み
円幽
圏
圃
圃
圏

『
ふ
る
さ
と
再
発
見
ド
リ
ー
ム
パ
ス

に
使
う
、
高
さ
四
十
五
米
と
い
う
鋼

ツ
ア
l
』
に
参
加
し
て

の
支
柱
で
組
み
立
て
た
ジ
ャ
ン
プ
台

さ
っ
ぽ
ろ
今
金
会
丸
山
恵
照
♂
が
望
見
さ
れ
、
近
付
く
と
大
変
な
偉

パ
ス
は
走
る
。
ミ
ゾ
レ
町
中
を
一
答
で
あ
る
。
会
場
内
で
は
特
別
に
突

路
今
金
へ
。
こ
の
パ
ス
ツ
ア

l
に
出
し
、
数
十
あ
る
雷
像
的
中
心
を
な

は
「
今
金
町
青
年
会
議
」
が
「
第
七
し
て
い
る
。
入
り
口
で
は
、
村
本
町

田
今
金
雪
ま
つ
り
」
に
招
待
し
た
「
さ
長
さ
ん
を
は
じ
め
商
工
会
、
観
光
協

っ
ぽ
ろ
今
金
会
」
町
会
員
が
参
加
し
会
、
青
年
会
議
な
ど
の
関
係
団
体
の

て
い
る
。
団
長
の
栗
山
幸
己
さ
ん
を
責
任
者
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
て
頂

含
め
た
三
十
名
。
久
し
よ
り
に
会
え
き
、
参
加
者
は
心
か
ら
故
郷
の
良
さ

た

の

で

話

し

が

弾

ん

だ

。

を

満

喫

し

た

。

一一
月
三
目
的
午
後
三
時
頃
、
今
金

三
日
夜
は
「
狩
場
太
鼓
」
「
フ
リ

に
近
付
く
と
、
ミ
ゾ
レ
も
や
み
青
空

l
・
ス
タ
イ
ル
ス
キ
l

デ
モ
ン
ス

と
な
り
、
会
場
に
靖
く
前
か
ら
「
フ
卜
レ

l
シ
ョ
ン
」
「
大
輸
花
火
大
会
」

リ
l

ス
タ
イ
ル
ス
キ
l
」
ン
ョ
ー
が
あ
り
、
終
わ
っ
て
か
ら
大
型
ピ
ニ

昨
春
三
月
に
名
寄
市
町
亜
大
を
卒

輩
し
て
四
円
か
ら
世
場
臨
時
職
員
と

し
て
勤
め
て
い
ま
す
。
青
年
団
活
動

に
も
楠
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
.

一
月
二
十
七
日
能
石
町
で
開
催
さ

れ
た
革
お
回
全
桂
山
青
年
研
究
大
全

て

「
青
年
活
動
に
お

L
7
こ
と
」
の

題
目
で
意
見
尭
衰
を
し
て
、
今
夏

道
青
年
団
体
協
議
ム
芋
王
惜
で
閣
か
れ

る
全
道
大
全
町
出
場
者
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
全
直
大
告
で
は
全
直
の
青
年

た
ち
と
宜
見
交
換
や
空
掩
の
轄
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
輯
切

っ
て
い
ま
す
.

中
島
さ
ん
は
、
中
里
で
毘
葉
を
営

む
中
島
佐
和
子
さ
ん
の
三
人
姉
味
町

二
女
で
す
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と

お
菓
子
作
リ
と
い
っ
現
代
的
で
し

か
も
事
躍
的
な

一
面
を
dυ
っ
た
明
る

い
娘
さ
ん
で
す
.

意
見
交
換
や

交
流
の
輸
を
広
げ
た
い

中
島
ル
ミ
子
さ
ん

m

今
金
町
青
年
会
議
で
は
、
三
月
二

十
一
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
結
成
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て

①
私
の
中
の
今
金
②
こ
の
ま
ま
で
よ

い
の
か
今
金
を
テ
!
?
に
「
今
金
を

夜
ま
で
語
ろ
う
生
激
論
/
」
慾
験
全

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
昭
和
六
十
年
度

か
ら
六
十
三
年
度
内
四
ヶ
年
で
小
・

中
学
生
、
婦
人
、
高
齢
者
、
町
外
か

ら
の
転
入
者
の
方
々
を
対
象
に
開
催

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
意
見
、

提
言
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
の
ぺ
不
リ
ス
ト
は

各
団
体
、
職
場
、
女
性
、
婦
人
及
び

歴
代
青
年
会
議
会
長
な
ど
代
表
十
八

名
が
、
二
十
名
の
青
年
会
識
の
メ
ン

パ
ー
が
傍
聴
す
る
中
、
円
卓
方
式
で

自
由
な
雰
囲
気
町
中
で
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ね
ら
い
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

職
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
一

堂
に
会
し
、
今
金
町
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
視
占
で
自
由
な
意
見
を
交
換

を
し
、
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
私
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
の
中
で
、
今
後

町
づ
く
り
、
町
お
こ
し
の
た
め
に
地

域
、
青
年
が
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
を
探
る
。
」
で
す
。

部
隊
会
は
、
多
方
面
に
い
ろ
い
ろ

な
意
見
、
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の

J
」
の
ま
ま
で
い
い
の
か

今
金
。
で
は
、
町
名
を
思
い
き

っ
て

H

ピ
リ
カ
町
e

に
変
え
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
云
う
意
見
が
出
て

ほ
と
ん
ど
の
人
が
賛
同
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
①
緋
き
が
い
い
②

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
良
い
③
北
海
道
内
イ

メ
ー
ジ
に
ピ
y
タ
リ
④
全
国
に
通
じ

る
名
前
な
ど
と
、
其
剣
に
町
づ
く
り

を
考
え
る
、
過
疎
脱
却
す
る
た
め
の

目
的
、
意
識
を
持
つ
た
め
に
も
良
い

と
大
論
争
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
始
ま
り
、
終
了
予

定
時
間
四
時
半
を
五
時
半
ま
で
延
長

し
て
行
わ
れ
た
懇
談
会
も
、
各
々
の

パ
ネ
リ
ス
ト
の
熱
気
で
ア
y
ト
去
、
っ

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
懇
絞
会
が
今
後
の
今
金
町
の

町
づ
く
り
に
と

っ
て
、
貴
重
な
提
曾

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

主な発 言

。町外から来られた方向今金円印総

・寒い、物価が高い、イベント 位み噴いが揖乎だ.

人口町自掛りが気になる.

・ 日目E日に商庖が休みは聞いたことがない.イベント

タ鳥dし。

.Eb館と過勺て役場内受付の愛想がよかった.みんな

やさしい、 1年でたくさんの宜逮ができた.秋県り

におばさんも太融を叩をたい.

.f主意引車1)111が遊休している、利用が少なくも ったい

なし、。

・臼曜日現在院が休みで行けない国庖街円建物が古

〈 空 軍 に な っ て い る と こ ろ が 散 見 さ れ る 。 庖 舗 を

ちょっと手直 LLただけで人同流れが変わる.

・子供と ー柑じ気軽に宜革をするところや理事府がな

い。郵世同町人が親切だったのが印象に桟っている.

0 このままでよい円か今金

・今金を PRするものは英利岡椙車山町家Lかない.

これか句はスキー場それに附随する也泉を PR. 
・土地 政情を行政内聞で早(i量的ないと ますます過

酷化がi且む.退職者が叫れるような政情。おじいら

ゃんおばあちゃんが住んでいると子供や揺が寄って

〈れる.

・農軍司人は大事な土、ホを忘れて、目先のことにと

らわれている。農離を基礎づくりかりもっと 一生懸

命やってほしい。帯力が足りない凱がする.

・今金はいろんな一村一品、イベントなど先取って進

めてきた. Lか L仕事円余裕や桂間的な理由でポラ

/ティア活闘ができなく継続して時展させるニとが

できなかった。

・私たち町小いさいときは、自然が遊び場だった.そ

同草節に合った遊び、 今の子は遊び方、転び方も知

りな，'.親が自然的中での遊びをみつけ、教えるの

も今金町品さを知る一つではないか.

・今金のほかに住もうと目、ヲ所はない.

・ もっと街説みを考えてほ L¥，....0商居間的暗さ.下水

道的整備.国際化を聞に入れていかないと生きてい

けなくなる。

・知 的 産 推 町 時 致 に 力 を入れたら.

ー
ル
ハ
ウ

ス
を
会
場
と
し
た
「
フ
リ

ー

・
ス
タ
イ
ル
ス
キ
l
L
(
工
藤
哲

史
・
工
藤
千
鶴
子
選
手
ほ
か
一
行
七

名
)
選
出
固
と
の
交
流
パ

ー
テ
ィ
ー

に
参
加
。
ピ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
は
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
る
の
に
は
大
変
に
効

果
的
、
そ
れ
に
加
え
て
、
若
々
し
い

選
手
の
夢
の
あ
る
元
気
な
挨
拶
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
こ
ち
ら
ま
で
雰

囲
気
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い

う
紫
晴
ら
し
い
パ

ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
.

泊
ま
り
の
半
分
は
親
戚
、
知
人
へ
、

残
り
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

へ
、
こ

こ
は
床
暖
房
で
暖
か
く
、
結
局
、
一

ぱ
い
や
り
な
が
ら
夜
半
ま
で
話
し
込

み
、
早
く
寝
る
人
に
は
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
っ
た
.
盟
四
日
は
‘
パ
ス
が

会
場
か
ら
出
発
す
る
午
後
三
時
ま
で

自
由
行
動
。
中
略
。
旧
交
を
温

め
た
り
、
雪
ま
つ
り
を
楽
し
み
午
後

三
時、

多
く
の
関
係
者
に
送
ら
れ
て

出
発
。
途
中
、
中
山
峠
を
過
ぎ
た
あ

た
り
か
ら
渋
滞
に
ぶ
つ
か
り
、
札
幌

に
は
予
定
よ
り

一
時
間
以
上
遅
れ
て

到
着
。
こ

の
問
、
栗
山
団
長
は
歌
か

ら
落
語
ま
で
大
熱
演
。
さ
ら
に
、
往

復
に
井
口
会
長
と
今
金
町
か
句
の
差

し
入
れ
の
ピ

l
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ツ

マ
ミ
類
を
藤
原
タ
キ
エ
副
会
長
と
共

に
車
内
大
サ
ー
ビ
ス
.
本
当
に
ご
苦

労
棟
。
放
郷
町
訪
問
と
交
流
内
場
を

作
っ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
に
、
私

• • 
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砂岡林春香、
平成元年 l月 9日生まれ)

i 八束中央 岡林国光 さ ん の 長 女

親治、ら1
; 散曹が大好きな ヲちのオテンパ娘 で

?す。 今は、いたずらが仕事で一 目的ん

!ど う見るのが大変だけど、こ のまます

:くすく元気で育ってほしいです. 

.... 圃・・・・ ーーム二盗:l- "'1 """':;.J・・・・・・・・圃 さ おり l .41・・・・・・‘JII 崎沙 織九 l 
l .-，，，， .曹帽(昭和田年9月25日生まれ)

!胸~-且 --， .. ，，--・・中トマンケシ 川崎秀夫さんの長女 1
E 司 z・・.. J・・・・・・・・・ I親 から

.同園竺""-.;ア4・圃E・・・・ ・ 干定日より 11日も遮れて生まれて来l
F圃E士:.ιユ.. 薗 た だ け に 丈 夫 で ガンコ、 男まきり 町 態i
園田・・・・.._ --語逼置・・・・度 と口こ・たえ、 親 は た じたじ.その性・

‘ ・・・・.- .・E盟E冨圃・・・格をいかして正義円味方のやさ Lい女l
-_.圃園田園圃圃圃圃圃E 園町子にな ってね/

(10) 

。司会

。運営協力者

。バネリスト

O清水 寛氏 11主場商工観光保長)

0高畑 秀樹氏 (j立場農政係長)

oi領戸 初俊民 (商工会桂営指導員)

0守屋千年男氏 G藍銀今金主庖It理1
0小久保清臣民 (三井生命今金主眉)

0沖 博司氏(今金宮林署々民)

0近藤 弘鞍氏[今金小学院事務聡買)

。斉藤 忠氏(やお宮童守宝げる会}
0山村まりよ氏 (主 婦)

。土繍直!I¥氏 {主婦農協若裏金会長)

O及川 目11子氏(農協燃料探主事繍)

。岡本 唖民(遣商工会脅年部連合会長)

o外崎秀人民 (社会教育係長)

0中野秀勝氏 (初代青年金限会長)

0田中 島氏 {三代目

o大倉県ー氏(田町目

0水野 堪氏(六代目

0仁木幹雄氏 (現

1
 

1
 

1
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マお
細
川，S
Jt
j

い

人
権
擁
護
委
員
に

狭
間
勝
昭
さ
ん
再
任

狭
間
勝
昭
さ
ん
仰
が
三
月

一
日
付

で
、
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
身
近
か
な
生
活
上
向
問

題
に
つ
い
て
相
談
相
手
と
な
り
、
そ

の
解
決
策
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

住

所

日

ノ

出

町

・
電

話

②

0
0
1
2

ー

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

|
」

「

|

申
簡
を
受
付
け
て
い
ま
す

L

国
民
年
金
円
強
制
加
入
者
で
ま
っ

た
く
収
入
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
家

計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
の
国
民
年
金

保
険
料
的
免
除
申
跨
を
受
付
け
て
い

模診を受けて明るい健康づくり

4月みんな

-ある目的あなた.写真をさ Lあげます

ま
す
。免

除
申
簡
を
し
な
い
で
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

O
申
時
方
法

印
か
ん
持
参
の
上
、
町
民
福
祉
課

年
金
係

へ

。

期

限

五

月

末

固

ま

で

〈町
民
福
祉
腺
年
金
係
〉

V
献
血
の
お
知
ら
せ

四
月
十
九
日
闘
は
、

す。
採
血
の
前
に
は
、
必
ず
医
師
が
診

察
い
た
し
ま
す
。
一
回
二
百
J
μ
(
四

百
J
U
も
可
能
)
の
献
血
は
、
あ
な

た
の
健
康
に
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す。

戸
U

司
a

ロ

一
、
役
場
前

9

∞i
M

∞

二
、
農
協
横

M

江
川

i
M

m

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
v

献
血
肉
目
で

新
入
学
児
童
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

新
入
学
時
期
を
迎
え
、
戸
外
活
動

が
活
発
に
な
り
始
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
横
断
歩
道
が
見
え

に
く
い
な
ど
道
路
環
境
が
よ
〈
な
〈
、

通
学
に
不
慣
れ
な
新
入
学
児
童
の
歩

行
中
の
交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

子
供
を
見
か
け
た
ら
、
歩
〈
赤
信

号
と
思
い
停
止
(
徐
行
)
す
る
な
ど

し
て
、
子
供
の
飛
び
出
し
に
対
応
で

き
る
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
は
通
学
路
を
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
点
検
し
、
具
体
的

に
注
意
指
導
し
ま
し
ょ
う。

〈
北
桧
山
警
察
署
〉

社会福祉協議会だより 2.3. 10 

採光町皇学園 盟野田、社会福祉協蟻会へ円多額町

ご寄附あリがとうございました。
(敏祢略)

〈札幌市〉 c:工華町〉 花石晴人会

吉 111 E 下 岡 春 校 今金 オ ト醐

ワ イ ド 柑 周 回 勝 ラ; 内藤間同届

話 弘守 9) 国 f山 書 D~ 初 図 樽

高 松 江 〈己都町〉 太 図 耳

〈函館市〉 fr Jfl 正 議q 十す 上 i原四郎

(主 iii 勇 6台 山 崎 ト メ絵 水 '" ナ

竹 次 l受 郎 〈大成町〉 伊 東 フミエ

〈帯広市〉 大 野 敏 巴 犬 塚 アサ子

山 悶 ，t. 〈潮欄町〉 金 i尺 竹次郎

〈総省牛町〉 i~ 者 邦 夫 今 干す 措

際 111 I~ t工 順棚町子をつな(親の金 折 原 商 直

〈森 町〉 平 山 R河 英 東ハイヤ

金 九 盟 付ヒ桧山町〉 遭 藤 と め

〈八軍町〉 償 山 毎え 美 H 宮 '" 刷

及 111 fjj 吉 〈今金町〉 久保凶 3健
〈畳万錦町〉 大 古 啓太郎 111 村 正 ラた

高 隣 ，、 fレ 連 I事 省主 子 石 井 世 直

出 水 t脅 子 今金舞 踊霊好会 尾 形 哲 失

1
 

2
 

1
 

[
 

さ
よ
う
な
ら
y
・
伊
藤
千
春
く
ん

タ
イ
国
、
パ
ン
コ

Y
7

の
旅
行
会
社
に
勤
め
る
伊

藤
春
樹

Jω
の
長
男
干
春

君
附
(
祖
父
良
作
J
)
が

二
年
間
の
金
原
小
で
の
楽

し
い
留
学
生
活
を
終
え
帰

国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た

将
来
、
千
春
君
が
タ
イ

固
と
日
本
国
を
結
ぶ
親
善

大
使
と
な
っ
て
往
復
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
。

(・• 

現 目 がtfi/.者 実施日 日寺 問 対象地区 全 場 内 山'fr 

2日開) 老人福祉セノタ

① 
9日 M

全地区
町民センタ

保随指導、健康相政自企 相 2主 全 住 民 10: 00-15: 00 
16日H 老人福祉セノタ

23日付 町民センタ

② 宇L 児 キ目 2長
生1主6、 9ヶ月

5日嗣
受付時間

M " n 

児 13: 00-13: 30 

③ 婦 妊婦 の 方 10日t刈
畳付時間 尿検査、血譲検査

妊 相 2実 M 

" 12: 45-13: 15 助産婦指導、歯科指導

11日刷
受付時間

市街 地 H 

12 : 50-13 : 00 

@ ポリオ干防接種
生陸 3-24ヶ月

12日附
受付時間

下地区 国保病院
6週間以上司間隔で

児 13: 20-13: 30 2回接種

13日幽 土 地 区 宮閏 医院

今金中学校
17日(却 今金中学桂 今 金 中 学校

1、 2 年 生
13 : 00-

ツベリクリン

E 応 椴 査 今金小学校
今童小学位 今金小学校18日附 " 

⑤ 
l、 2 年 生

今金中学校
19日開 11 : 30- 今金中学位 今金中学校

ツベルクリン判定 l、 2 年 生

B C G 接種 今金小 学校
20日幽 今金小学控 今金小学校

BCG接侵

" 1、 2 年 生

⑥ 育 座 生法 3ヶ月児 19日開
受付時間

全地区 町民センタ 保健指導、健康相賊児 購
9 :30-10:00 

⑦ 手L 児 健 Z全
生1&4、7、10、 受付時間 身体計刷、診察、歯科指導

" " " 12ヶ月児 12: 30-13: 00 栄養指導、保健指導

@ 目立 脱 健 Eま 生f五3ヶ月児 23日明} 13:00-14:00 W 今 金保健所 股関節X線療影

⑨ 
生f量3歳 2、3、

26日嗣
受付時間

町民センタ
身体計刷、検尿、診察、歯

3 歳 児健 診
4ヶ月児 12: 00-13: 00 科指導、輩養指導、保健指導

V
保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
翌
年
三
月
分
ま
で
を
一
括
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
す
る
と
毎
月
保
険
料
を
納
め

る
手
数
も
は
よ
け
ま
す
し
、
ま
た
、

次
の
よ
う
に
割
引
き
も
あ
り
ま
す
。

定
額
一
月
八
、
四

O
O
同
は
毎
月
支

払
な
ら
十
万
八

O
O
円
で
す
が
前
納

す
る
と
九
万
八
、

三
七

O
円
と
二
、

四
三
O
同
町
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
年
金
係
ま
で
間
合
わ

せ
下
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

円
]
誌
は
は
引
U

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
今

一
度
お
手
元
町
納
付
書
を
お
確
か
的

く
だ
さ
い
。

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
〉• • 

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
減
で
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆
様
ヘ

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い

て
、
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
帰
還
し
た
方
々
に
、

慰
労
品
(
書
状

・
銀
杯
)
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う

ち
年
金
恩
給
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、

慰
労
金
と
し
て
十
万
円
(
二
年
償
還
の
記
名
園
償
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
.

戦
後
強
制
抑
留
者
向
方
が
す
で
に
亡
く
な

っ
て

い
る
と
き
は
‘
そ
の
方
の
ご
遺
族
が
こ
れ
ら
の
贈

呈
、
支
給
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
贈
呈
、
支
給
は
、
本
人
ま
た
は
ご
遺

族
向
精
求
に
も
と
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
か
ら
鯖
求
書
類
を
受
け
取
り
、

必
要
な
魯
類

を
添
え
て
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
諮
求
書
類
は
役
場
町
民
福
祉
課
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
昭
和
臼
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

5
年
3
月
汎
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
情
求
啓
類
な
ど
の
送
付
文
お
よ
び
問
い
合
せ
先

〒
山

東
京
都
文
京
区
大
塚
5
1
3
l
u

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第
2
課

(8
0
3
1
9
4
5
1
4
7
0
3
)
 

)
 

3
 

1
 

〔

-



bす掛やか需'<!I>
務品料東

4月の休日当書医
a 

~ 
今金町国保病院(今 金)fi②0221

北桧山町国保病院(北桧山)fi④5321

平病

1 日

8 日

院(北桧山)fi④5011

金)fi②日221

金)fi②0057

今金町国保病院(今

i 院(今

15日

22日

岩29日

棚)fi⑦3021院(瀬病崎楢30日

令令令住民の勘脂令令令

前月対比

(-5) 

(-5 ) 

(土 0)

(-8) 

2月末現在

3，868人

4，112人

2，490世帯

7，980人人口

男

女

ぐ

世帯数

~おたんじようおめでとう

田中あゆみ九 1月25日(正靖九長女)高美町

伊藤いずみ、 2月12日(良智九長女)金原中央

境田 森前九 2月17日(哲哉さA長女)八束更生

波法議長ぜ2月21日(寿明九長男)日ノ出町
え均一

荒川恵里、 2月23日(敏弘さ.3女)末広町

西 器入"'t}.3月4日(勝目月九長男)高美町..，企一
三嶋 健太、 3月10日(弘邦九長男)八幡町

み か

西川美貴罪、 3月11日(正人九 3女)末広町

江口啓介、 3月12日(清次九長男)南栄町

新
入
生
が
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
る

役
場
若
者
サ
ー
ク
ル
と
今
年
四
月

か
ら
新
し
く
入
学
す
る
児
童

(
今
金

保
育
所
二
十
名
、
今
金
小
百
合
保
育

園
十
四
名
)
が
一
二
月
十
九
日
、

役
場

前
国
道
で
、
交
通
安
全
標
語
入
り
の

横
断
幕
を
掲
げ
、
通
行
す
る
車
に
大

き
な
声
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。哩

雇
履
」閣

.，
春
は
、
転
動
的
ン

l
ズ
ン
。

町
外

か
ら
始
め
て
来
ら
れ
る
人
、
今
金
を

後
に
す
る
入
、
そ
ん
な
人
た
ち
に
「
住

ん
で
良
か

っ
た
、
も

っ
と
住
み
続
け

闘いつまでもおしあわせに

:;.{~大場 倫夫九(本町) =斉藤亨子九(昭和町)
%荒川典彦引金原旭)=坂本路香川聾昇1
~3黒宮 敏日南町)=笹森由美子九(車広町)

中トマンケン

八束宝田

末広町

圏おくやみもう Lあげます

成田しずよさん 2月23日 76歳

阪井コイト九 2月24日 日7歳
遠藤秀夫九 3月5日 55歳

発
行
/
北
海
道
室
町
役
場

ftw
②

0
1
1番

1
 

4
 

1
 

〔

大きな声で宜i通安全t-呼びかけていま Lた

た
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町
に
み

ん
な
の
力
で
し
た
い
も
の
で
す
。

-v

ま
た
、
春
は
雪
解
け
あ
と
で
土
砂
や

ゴ
ミ
も
散
乱
し
て
い
ま
す
。
清
掃
や

花
を
植
、
え
る
な
ど
、
き
れ
い
な
環
境

で
転
勤
者
を
お
迎
え
し
た
い
も
の
で

す。

V
こ
の
四
月
に
始
め
て
入
学
さ

れ
る
家
庭
で
は
、
期
待
と
不
安
の
中

で
我
が
子
を
見
守
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
子
供
は
親
の
心

配
を
よ
そ
に
、
す
ぐ
順
応
す
る
み
た

い
で
す
。

'v
春
は
気
分
も
浮
か
れ
ぎ

み
で
す
。
登
下
校
時
や
家
庭
に
帰

っ
て
か
ら
の
交
通
安
全
と
、
隔
雪
時

に
多
発
す
る
水
難
事
故
に
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

-v
今

月
か
ら
新
し

い
年
度
に
な
り
ま
す
.

町
民
と
役
場
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
心
を
新
た
に
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


